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水 を 語 る 会  
会長 眞柄 泰基  

 

 

講演会の報告（第 49 回会員集会） 

日時：令和７年２月 15日(土)13 時 30 分～15 時 30 分 

場所：日本水道会館会議室及び WEB（Zoom） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

講演１：全管連の災害対応と能登半島地震の教訓 

講師：全国管工事業共同組合連合会長 藤川幸造 様 

 

写真-1 講演中の藤川様 

 藤川様の講演では、全管連が制作・HP 上で公開し

ている能登半島地震被災地支援の様子を収めた動画

を上映。117 の会員団体、延べ 16,000 人超の規模で

行われた災害対応について説明するとともに、管工事

業者と自治体側で派遣支援の足並みが揃わない場合

の対応や、資機材・重機の確保、費用請求や労働災害

に対する措置、配水管応急復旧時における宅地内配管

の修繕対応の扱いといった教訓を紹介されました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

講演２：災害時の資材提供に関する管機連の取り組み 

講師：全国管工機材商業連合会 名誉会長 橋本政昭様  

 

写真-2 講演中の橋本様 

 橋本様は、同連合会の沿革や主要施策について説明

したうえで、能登半島地震の際は東日本大震災の教訓

を生かしつつ実施した被災地への毎日定期便や地元

販売店と連携した資材提供、現場の工事業者への水と

食料の提供などを紹介されました。また、▽豊富な在

庫ストックと迅速な配送▽事前のサプライチェーン

の確認と中断時の対応▽事前準備と全国との連携の

必要性―といった教訓を挙げられました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

水を語る会幹事による「若手が水道に思う話題提供」 

講師：EY ストラテジー・アンド・コンサルティング㈱ 

藤木一到 幹事 

 

藤木幹事は同社の概

要や自身の職務内容を

紹介するとともに、上

下水道業界に対する考

えとして、▽コスト（や

るべきこととそうでないことの取捨選択）▽安全（基

準に対し過剰な対応になっていないか）▽給与（地方

公共団体との統一に限らない、現場に報いる公営企業

職員の人事制度改革）―の３点について意見を述べま

した。 

定例幹事会の報告 

日時：令和 7年 2月 15 日(土) 12 時～12 時 50 分 

場所：日本水道会館及び WEB 会議 

議題：次回・次回以降の講演者テーマと演者について 

編集後記 

 埼玉県八潮市の下水道陥没事故を契機に、これまで

全国ニュースにはなっていなかった各地の上下水道

管の陥没が盛んに報じられるようになりました。危機

感と当事者意識が風化することなく根付くことを願

っています。(幹事 西田有輝) 

----------------------------------------------------------------------  
◆新規入会をご希望の方は、事務局までご一報下さい。

詳しくはホームページをご覧ください。 

→ h t t p : / / m i z u w o k a t a r u k a i . o r g  / 

現在の会員数 一般会員 127 名 団体会員 3 団体 (令和 6年 3 月現在) 


